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研究成果の概要（和文）：本研究では日本人を対象とした，レジリエンスの生涯発達を予測する因子を明らかに
することを目的とし，質問紙法に基づく横断・縦断調査によって定量的に検討を行った。具体的な結果として，
レジリエンスは社会人口統計学的要因や生活習慣，環境要因，Big Five パーソナリティ，マインドフルネスと
多様な因子と関連を持つことが確認された。本研究では多様な属性を持つデータをもとに検討しており，社会人
口統計学的要因を統制しても関連がみられ，生涯を通し個人のレジリエンスを予測する因子を明らかにすること
ができた。一方で，こうした研究結果を踏まえた介入プログラムの開発と効果検証は行えておらず，今後の課題
とされる。

研究成果の概要（英文）：This study identified factors that predict the lifelong development of 
resilience in Japan using cross-sectional and longitudinal questionnaires. The results showed that 
resilience is associated with various factors, including sociodemographic characteristics, 
lifestyle, environmental influences, the Big Five personality traits, and mindfulness. The 
participant groups for this study were demographically diverse, and the findings remained consistent
 even after controlling for socio-demographic characteristics, identifying factors that predict 
individual resilience throughout the lifespan. However, the development and efficacy testing of 
intervention programs based on these findings have not yet been conducted and will be addressed in 
future research.

研究分野：パーソナリティ心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
予測不可能なVUCAの時代において，特性としてのレジリエンスが持つ多次元的な効果について注目がされてき
た。一方でこうしたレジリエンスを生涯予測する因子は検討されていないことや，個人の状況を鑑みた包括的な
アプローチはされてこなかったことが指摘される。そうした中で本研究の結果から，個人を取り巻く内外の多様
な因子からレジリエンスが影響を受けている可能性が考えられた。そのため，レジリエンスに対する介入を模索
していく中で，ある一側面的な支援をするのは効果的ではない。個々人が置かれる立場や環境，普段の生活・習
慣，心理的な状況・特性など個々の要素を総合的に捉え，包括的に支援していく必要性があるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）本研究の学術的背景 
日本人の精神疾患 日本人の精神的健康は著しく低下し，うつ病などの精神疾患患者数は増
加傾向にある（厚生労働省, 2022）。一方で，精神病理学的な問題への早急な予防・解決策に対し，
未だに解決の糸口が見つかっていない。 
レジリエンスの概念 レジリエンスとは，精神的な落ち込みからの回復を促す心理的特性と
され（平野, 2010；小塩他, 2002），リスク要因から個人の健康と適応の維持・促進に寄与し（上
野他, 2017），健康や寿命に対し大きな影響をもつとされる（Zeng & Shen, 2010）。さらにレジリ
エンスの向上は精神疾患の予防や解決に繋がる可能性が高い（Kukihara et al., 2014）。 
レジリエンスを予測する因子 レジリエンスを予測する因子として，次の 5 因子が挙げられ
ている。具体的には，（1）社会人口統計学的要因（教育レベルや世帯年収など；Campbell-Sills et 
al., 2009）や，（2）生活習慣（運動習慣や食生活など；Southwick & Charney, 2012），（3）環境要
因（社会的資源や居住環境など；Lepore & Revenson, 2006），（4）Big Fiveパーソナリティ（人間
が持つ 5つの性格特性；Oshio et al., 2018），（5）マインドフルネス（今この瞬間に価値判断する
ことなく注意向けること；Nila et al., 2016）である。こうした 5因子はレジリエンスに対し正の
関連が示唆されており，レジリエンスの発達を促す可能性が推察される。 
レジリエンスの生涯発達 パーソナリティが加齢とともに発達的変化を示すように（Soto et al., 

2011），レジリエンスにおいても生涯を通して固定的ではない。日本人 18,843名（15―99歳）を
対象とした研究によれば，レジリエンスは年齢とともに上昇することが明らかにされている（上
野他, 2019）。この結果は海外の幅広い年齢層を対象とした先行研究とも一致しており，成熟の原
則（Caspi et al., 2005）に従い，レジリエンスも社会的に望ましいとされる方向に発達していくこ
とが示唆されている。 
 
（2）研究の着想に至った経緯 
レジリエンスは精神疾患の発症リスクを抑制させ（Karatsoreos & McEwen, 2011），身体的・精
神的健康の促進と長寿に影響し，人間としての成長やパフォーマンスへの促進に寄与する
（Southwick & Charney, 2012；上野他, 2017；
Zeng & Shen, 2010）。またレジリエンスは単な
る健康増進だけでなく，生産性の向上，さら
には個人のWell-beingを高めるとされ（Hu et 
al., 2015），多様な属性を持つ個人や幅広い年
代層において，レジリエンスを増強させるこ
とが求められる。 
しかし，A）レジリエンスの生涯発達とそれ
を促進させるであろう多様な因子について，
基礎的な報告はされているが，未だ明らかに
されてない点も多く，そうした要因を B）包
括的に組み込まれたレジリエンス・プログラ
ムが開発されていないのが現状である（図
1）。 
 
（3）本研究の学術的独自性と独創性 
先行きが不透明な VUCA の時代において，困難な状況の多くは偶発的に起きることが多く，
突発的な自然災害や不慮の事故，さらには感染症流行による危機的状況などが挙げられ，事前に
心的準備性（レジリエンス）を高め，精神的健康の促進や精神疾患の予防に努めることが求めら
れる。そして人間のライフコースを総合的に鑑みて，全ての年代に共通しレジリエンスを予測す
る因子を明らかにすることは，個人の発達段階や状況を含めて，生涯的なアプローチが可能とな
り，健康や寿命に大きく貢献可能である。 
 
２．研究の目的 
そこで，本研究では日本人を対象とした，レジリエンスの生涯発達を予測する因子を明らかに
することを目的とし，質問紙法に基づく横断・縦断調査によって定量的に検討する。具体的には，
以下の 5つの研究を設定し，検証を試みた。 
 
【研究 1】社会人口統計学的要因とレジリエンスの横断的な関係 
【研究 2】ライフスタイルとレジリエンスの縦断的な関係 
【研究 3】マインドフルネスとセルフ・コンパッション，レジリエンスの縦断的な関係 
 【研究 4】未就学児をもつ親のレジリエンスと子育て経験の横断的な関係 
 【研究 5】大規模横断調査によるパーソナリティと環境要因，レジリエンスの関係 

予測因子 レジリエンス？

？…関連が不明

図1本研究で検討する内容

①社会人口統計学的要因
➁生活習慣
③環境要因
④Big Fiveパーソナリティ
⑤マインドフルネス

全ての予測因子を包含した
レジリエンス・プログラムの開発



３．研究の方法 
本報告書では，各研究における研究の方法について，概要を示す。 
 
研究 1：社会人口統計学的要因とレジリエンスの横断的な関係 
研究目的 日本人を対象に，社会人口統計学的要因とレジリエンスの関係を検討した。 
分析対象 DSPJ-2（Data-Sharing for Psychology in Japan）の横断データを二次分析し，20

―70 歳の日本人成人 3,779 名（男性 2,495 名，女性 1,284 名；平均年齢 51.4
歳，SD = 10.9）を分析対象とした。 

分析項目 A) 社会人口統計学的要因 
B) レジリエンス（二次元レジリエンス要因尺度；平野, 2010） 

分析方法 独立変数に社会人口統計学的要因，従属変数にレジリエンスとした多変量重
回帰分析を行った。 

 
研究 2：ライフスタイルとレジリエンスの縦断的な関係 
研究目的 日本人成人を対象に，ライフスタイルとレジリエンスの縦断的な関係を検討

した。 
分析対象 アイブリッジ株式会社が提供しているウェブ調査サービスである Freeasy に

てオンライン調査を実施し（約 1 年間隔の 2 時点），20―79 歳の日本人成人
692名（男性 336名，女性 356名；平均年齢 52.8歳，SD = 15.2歳）を分析対
象とした。 

分析項目 A) 社会人口統計学的要因，ライフスタイル 
B) レジリエンス（精神的回復力尺度；小塩他, 2002） 

分析方法 独立変数にライフスタイル（ベースラインから2波の期間の経験量）と社会人
口統計学的要因（ベースライン），レジリエンス（ベースライン），従属変数に
レジリエンス（2波; ベースラインから1年後）とした重回帰分析を行った。 

 
研究 3：マインドフルネスとセルフ・コンパッション，レジリエンスの縦断的な関係 
研究目的 日本人成人を対象に，マインドフルネス，セルフ・コンパッションが抑うつ症

状の間におけるレジリエンスの媒介効果を検討した。 
分析対象 研究3と同様に，オンライン調査にて実施し（約1年間隔の3時点，計2年間），

20―79歳の日本人1,270名（男性604名，女性666名；平均年齢45.6歳，SD = 8.5）
を分析対象とした。 

分析項目 A) 社会人口統計学的要因 
B) レジリエンス（精神的回復力尺度；小塩他, 2002） 
C) マインドフルネス（日本語版Five Facet Mindfulness Questionnaire；Sugiura 

et al., 2012） 
D) セルフ・コンパッション（日本語版Self-Compassion Scale；有光, 2014） 
E) 抑うつ症状（日本語版Kessler 10-item Psychological Distress Scale；Furukawa 

et a., 2008） 
分析方法 マインドフルネスとセルフ・コンパッション（ベースライン）を独立変数，レ

ジリエンス（ベースラインから1年後）を媒介変数，抑うつ症状（ベースライ
ンから2年後）を結果変数，共変量に社会人口統計学的要因（ベースライン）
とした媒介分析を行った。 

 
研究 4：未就学児をもつ親のレジリエンスと子育て経験の横断的な関係 
研究目的 未就学児をもつ親を対象に，レジリエンスと子育て経験の横断的な関係を検

討した。 
分析対象 研究 2と 3と同様に，オンライン調査にて実施し，第 1子が 1―5歳の未就学

児をもつ 30―49歳の日本人 1,701名（男性 788名，女性 913名；平均年齢 36.2
歳，SD = 4.7歳，30―49歳）を分析対象とした。 

分析項目 A) 社会人口統計学的要因，子育て状況 
B) レジリエンス（二次元レジリエンス要因尺度；平野, 2010） 
C) 子育て経験（子どもに対する知識・スキル（島田他, 2003），子育てに関
する内省（朴・杉村, 2009），子どもとの関係性（清水他, 2007），子育て
ほめられ経験） 

分析方法 独立変数に子育て経験と交絡要因（社会人口統計学的要因と子育て状況），従
属変数にレジリエンスとした多変量重回帰分析を行った。 

 
研究 5：大規模横断調査によるパーソナリティと環境要因，レジリエンスの関係 
研究目的 日本の大規模横断調査のデータセットを対象に，レジリエンスを予測すると

される多様な因子との横断的な関係を検討した。 



分析対象 株式会社NTTデータ経営研究所より実施された人間情報データベースFY22の
データを二次分析し，15―93歳の日本人52,415名（男性25,077名，女性27,338
名；平均年齢45.9歳，SD = 15.2）を分析対象とした。 

分析項目 A) 社会人口統計学的要因 
B) レジリエンス（精神的回復力尺度；小塩他, 2002） 
C) Big Fiveパーソナリティ（日本語版Ten Item Personality Inventory；小塩他, 

2010） 
D) 居住環境（交通の利便性，社会的結束（吉野, 2022），主観的居住地認識
尺度（Sawada & Oshio, 2022）） 

分析方法 レジリエンスとBig Fiveパーソナリティ，居住環境との相関係数を算出した。 
 
４．研究成果 
 本報告書では，各研究における主要な研究成果について，概要を示す。 

 

研究 1：社会人口統計学的要因とレジリエンスの横断的な関係 
20―70 歳の日本人成人 3,779 名を対象にした横断調査のデータを用いて，レジリエンスと
社会人口統計学的要因との関連を検討した。分析の結果，社会人口統計学的要因を統制して
も，年齢から資質的要因に対する曲線的効果，獲得的要因に対する直線的効果が確認された。
また各レジリエンス要因に共通して，教育レベルや世帯年収が，資質的要因では就労状況や子
どもの人数が正の関連を示していた。なお本研究の成果は，Asian Pacific Journal of Disease 
Management（査読付）に掲載された。 

 
研究 2：ライフスタイルとレジリエンスの縦断的な関係 

20―79歳の日本人成人 692名を対象にした 2時点（約 1年間間隔）の縦断調査のデータを
用いて，レジリエンスと生活習慣の関連を検討した。重回帰分析の結果，ベースラインのレジ
リエンスや社会人口統計学的要因を統制しても，ボディワークや運動，友人交流の頻度が多い
人々ほど，1年後のレジリエンスが高いことが示された。一方で，睡眠不足の頻度が多い人々
ほど，1年後のレジリエンスが低いことが確認された。なお本研究の成果は，日本スポーツ心
理学会第 50大会にて優秀発表賞を受賞し，現在論文投稿中である。 

 
研究 3：マインドフルネスとセルフ・コンパッション，レジリエンスの縦断的な関係 

20―79歳の日本人成人 486名を対象にした 3時点（約 1年間隔，計 2年間）の縦断調査の
データを用いて，マインドフルネスとセルフ・コンパッション，レジリエンス，抑うつ症状の
関連を検討した。媒介分析の結果，ベースラインのマインドフルネスとセルフ・コンパッショ
ンがベースラインから約 1 年後のレジリエンスを介し，ベースラインから約 2 年後の抑うつ
症状に対する負の間接効果が確認された。なお本研究の成果は，Journal of Rational-Emotive & 
Cognitive-Behavior Therapy（査読付）に掲載された。 

 
研究 4：未就学児をもつ親のレジリエンスと子育て経験の横断的な関係 
第 1 子が 1―5 歳の未就学児をもつ 30―49 歳の日本人 1,701 名を対象にした横断調査のデ
ータを使用して，レジリエンスと子育て経験の関連を検討した。分析の結果，社会人口統計学
的要因や子育て状況を統制しても，資質的要因と獲得的要因ともに，子どもの知識・スキル，
子育てほめられ経験，子どもとの関係との間で正の関連が示された。一方で，一部レジリエン
スの種類によって子育て内省に関連する要因が異なることが確認された。なお本研究の成果
は，日本教育心理学会第 64回総会にて発表され，厚生の指標（査読付）に掲載された。 

 
研究 5：大規模横断調査によるパーソナリティと環境要因，レジリエンスの関係 

15―93歳の日本における大規模調査のデータセット（N = 52,415）を対象に，レジリエンス
とパーソナリティ，環境要因との関連を検討した。まずパーソナリティにおいて，レジリエン
スは神経症傾向と負の相関，外向性，協調性，勤勉性，開放性とは正の相関であった。また居
住地域の生活必需施設や商業・大型施設の近さ，交通の利便性，地域住民との社会的結束がレ
ジリエンスの高さに関連した。すなわち，レジリエンスを予測する因子は個人を取り巻く内外
と多様であることが示唆される。なお本研究の成果は，現在論文執筆中である。 

 
【研究成果の総合考察】 
本研究で実施された 5つの研究より，海外の先行研究と同様に，日本人のレジリエンスにおい
ても多様な因子より予測されることが確認された。具体的には，仮説設定された社会人口統計学
的要因や生活習慣，環境要因，Big Fiveパーソナリティ，マインドフルネスとさまざまであった。
こうした結果は多様な属性を持つ対象に得られた結果であり，社会人口統計学的要因を統制し
ても関連が見られ，レジリエンスの生涯発達に大きく寄与する因子だと思われる。 
一方で多角的な調査実施・分析に大きく時間を要してしまい，個人のレジリエンスに影響する



包括的な介入プログラムの開発と効果検証を行うことはできなった。しかしながら，レジリエン
スに対する影響要因を多角的に明らかにすることができ，今後，介入研究を施すうえでの基盤構
築ができたと推察される。そのため，本研究で得られた結果も考慮しながら，更なる調査を継続
していくとともに，社会実装しやすいプログラム開発を行っていくことが期待される。 
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